
持続可能な林業経営の支援

（鳥取地区）

東部農林事務所

八頭事務所普及担当

平成27年度林業普及指導事業成果発表
１ 森林経営計画の作成が進行

森林経営計画の着実な実行が求められている。

⇒進ちょく状況の把握と管理

２ 搬出間伐が増加

残存木へのキズが多い。

⇒経営目標に即した林業技術の習得。

３ 林業への新規参入者が多い

安全対策等に対する認識が不十分。

⇒安全意識の定着

１ 森林経営計画の着実な実施

計画策定状況と間伐実施状況の情報共有

進ちょく管理支援

２ 持続可能な林業経営の支援

残存木にキズを付けない技術の普及

３ 新規参入者の指導・支援

安全研修の実施

(岩美町)

森林経営計画・間伐実施区域の見える化
市・町・森林組合と情報の共有
進ちょく管理の必要性の認識

将来の目標を見据えた間伐の知識・技術指導

（１）伐倒・搬出にかかる意識改革

他の林業事業体との交流

（２）キズの影響調査と結果の周知・啓発



鳥取日野森林組合の視察研修

【取り組み】

間伐・搬出時に残す木に防護材を巻き付
けることで接触による損傷を軽減。

【効 果】

・目印となって作業員の注意が喚起された。

（損傷木の減少）

・森林所有者に対してのＰＲ効果

（森林組合に対する評価が上がった。）

防護材の巻き付け状況

※職員会議で報告、検討

キズの影響が理解されていない

キズがあっても外して造材すればよい

損傷木の腐朽状況を調査

調査結果を周知・啓発

キズ

腐れ



製材所が購入
（チップ価格）

樹種：ス ギ

４ｍ×１本

末口径：46cm
材積：0.846ｍ3
価格：6,000円／ｍ3

製品の評価

キズ

製材

製品になる。

製品にならない。

腐れ（半値）

腐
れ

腐れ

立木にキズを付けると

○小さなキズであれば4～5年で巻き込むが腐
れが入る。

○キズが大きいと腐れが入り１０年経っても巻き
込まない。

○キズの位置から上下１ｍ程度は腐れが出る。

○キズがある木は評価が下がる。

（腐れがある木はチップ材）

調査結果

※今後、広く周知・啓発

安全研修会の実施（４回）
研修の内容

○とっとり森林緊急カードの運用

○リスクアセスメントの推進
「作業がどれくらい危険かをランクづけし事前に評価
する」



とっとり森林緊急通報カード

被災者の情報

携帯電話の受信可能場所

とっとり森林緊急通報カード

救急車との合流場所

応急処置

１ 森林経営計画の着実な実施

施業実施区域の見える化

市・町・森林組合と情報を共有

進ちょく管理の必要性を認識

（市町村森林整備計画への反映）

２ 持続可能な林業経営の支援

研修会の開催と損傷木調査を実施

職員会議で報告・検討

職員の意識改革・資質の向上

３ 新規参入者の指導・支援

安全研修会の実施（4回）
森林組合、事業体２社で緊急カードの取組

安全作業に対する意識が高まった


